
文化祭を終えて ○文化祭実行委員長 

 今年度の三高祭は色々と時程やシステムの変更がありましたが、いかがでしたでしょうか。各クラスをはじめ、文化部、中夜祭での有志発表

など、皆さんが今までの努力をいかんなく発揮し、素晴らしい文化祭になったと思います。大きな事故なく本文化祭を終えられたことに私自身

も安堵しています。裏方で作業してくれている人やPTA、近隣住民の皆さん、各種業者様など様々な人への感謝を忘れず、ここから切り替え

て各々がすべきことに全力を尽くしていきましょう。  
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仙台三高だより 

文化祭テーマ「一祭永遠」      8月２８日（金）～２９日（土） 

 今年度の文化祭のテーマは「一祭永遠」。生徒の心に永遠に残る文化祭になってほしいという思いが込められています。今年も文化祭実

行委員を中心に、熱意溢れる生徒たちの創意工夫によって、温かく活気のある三高祭を創ることができました。文化部の展示発表や、クラス

パフォーマンスなど、２日間を大いに楽しみました。28日の中夜祭では、７年目となり名物となりつつある花火が打ち上げられました。 

クラパ最優秀賞を受賞して（３年２組）  

 三高祭を振り返って、仲間と協力して一つのものを作り上げる楽しさを改めて感じました。準備期間

は練習や話し合いなど大変なこともありましたが、声を掛け合いながら乗り越え、クラスの仲もより深まっ

たと思います。本番では練習してきた成果を出し切り、全力で楽しむことができました。特にクラパでは

優勝することができ、二連覇を達成できたことがとても嬉しかったです。優勝の瞬間にみんなで喜んだ

ことは、特に印象に残っています。忘れられない、最高に楽しい文化祭になりました。  

三高祭 部門入賞一覧  

○発表の部（文化部） 
大  賞 自然科学部地学班 

優秀賞 吹奏楽部  

優良賞 軽音楽部    

○出店の部 

食品部門 最優秀賞 ３年

８ 組  
  （縞々ｱﾝﾀﾞｷﾞｰ～気付いたら買っ

てｼﾏｳﾏ～）  

 優 秀 賞 １年８組（ﾁｭﾛす

ぎて滅）   

展示部門 最優秀賞 ３年４組  

  (ｿｱﾘﾝ：ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸ・ﾌﾗｲﾄ )  

 優 秀 賞  ３ 年 １組 （ｽｶﾞｱﾂ･ﾏﾆｱ!）  

○クラスパフォーマンス 
３ 年 最 優 秀 賞  ３年２組 

３ 年 優 秀 賞 ３年８組 

３ 年 優 良 賞 ３年５組 

学年主任特別賞 ３年６組 

１・２年 最優秀賞  ２年７組 

１・２年 優秀賞 ２年６組 

１・２年 優秀賞 ２年４組 

3年生のクラスパフォーマンス 

吹奏楽部によるステージ 

話題を集めた「ソアリン」 

軽音楽部によるステージ 

気合のストーム！ 

今年も花火がきれいにあがりました 

文化部発表の部大賞 

○自然科学部地学班 

 私達は文化祭当日「鉱物発掘体験」を行いました。石を叩いたりす

るアレです。五十個以上準備しており、三十個売れればいいなと思っ

ていたのですが、なんと完売。しかも足りず、急遽追加で作る羽目に

⋯⋯。一般開放日にはOB、OGの方々にも手伝って頂きなんとか頑張り

ました。発掘体験以外にも、鉱物や化石の展示を行い、沢山のお客

様に来ていただいたおかげで、文化部の出店の部で最優秀賞を取る

ことができました！    

展示部門最優秀賞（３年４組） 

 私たちは、「ソアリン」を再現した体験型アトラクションを企画しまし

た。準備では、設計や材料の調達、装飾など初めて経験することも多

く、思うように進まないこともありました。私自身、最初は自分で何とかし

ようと考えていましたが、クラスメイトや先生方、他校の方など、多くの

人に相談し、力を借りることで、少しずつ企画を形にすることができまし

た。当日は多くの方に楽しんでいただき、素晴らしい賞をいただくこと

ができました。この結果は、クラス全員の協力があったからこそ得られ

たものだと思います。 



○生徒会長  

 生徒会長に就任してというテーマでこの文章を書いているのです

が、正直、あまり実感はありません。むしろ周りの人が自分のことを「会

長」というふうに呼んでくるのが少し不思議に感じられます。今回の生

徒会選挙では私自身は信任票がそこまで多くはなかったので、私が

生徒会長の座を降りるときに「この人で良かった」と最終的に思っても

らえるよう頑張っていきたいと思います。  

文化部・運動部の活躍 
～新人戦が始まりました！～ 

 ９月１1日（金）生徒会役員選挙が行われました。４人の候補者が出

た立会演説会では､よりよい学校にしていきたいという各候補者の熱

意が伝わってきました。これから新役員が仙台三高を牽引します。 

生徒会新役員決定！ 
９月11日(金)生徒会役員選挙 

○陸上競技部 県新人大会 ９月３～８日 

 男子3000ｍsc  第3位 

 男子棒高跳  第3位 

 女子5000ｍＷ 第3位 

 男子5000ｍ  第4位 

 男子3000ｍsc 第4位 

 男子5000ｍＷ 第4位 

           以上東北大会出場！ 

 女子２00ｍ 第５位 

 女子100ｍ 第6位 

○テニス部 

・県高校新人大会 ９月10～12日  

 男子シングルス 第１位  全国選抜大会出場！  

 男子ダブルス 第３位  

・第46回東北選抜ｼﾞｭﾆｱﾃﾆｽ選手権大会兼JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ 

 全日本ｼﾞｭﾆｱ選抜室内東北予選会  

  男子シングルス 第１位  全国大会出場！ 

〇水泳部 

宮城県高等学校新人大会 学校対抗第６位 

 男子 200mバタフライ 第５位  

 女子 200m平泳ぎ  第５位  

 男子 200m平泳ぎ 第５位  

 男子 200m平泳ぎ 第７位  

 男子 4x100mメドレーリレー 第５位  

 男子 100m平泳ぎ 第６位      以上東北大会出場！ 

○吹奏楽部 

 第69回宮城県吹奏楽コンクール 金賞 東北大会出場！ 

 第69回東北吹奏楽コンクール 高等学校の部 金賞 

〇軽音楽部 第32回宮城県高等学校学校対抗バンド合戦  

  奨励賞 Youth in Pockets 

   

PTA全体研修会  ９月19日（土） 

○会計長  

 この度の選挙で信任をいただき、会計長に就任しました。先輩

から声をかけていただいたことをきっかけにこのような役職を

任せてもらえることを大変嬉しく思います。責任の大きさを自

覚し、会計業務を正確に行うとともに、生徒会活動が円滑に進

むよう努めてまいります。多くの人と協力しながら仙台三高の

よりよい学校づくりに貢献していきたいです。  

 本研修会は毎年PTA役員の方々が中心となって運営しています。

今回の講師は東北学院大学文学部教授の稲垣忠氏で、「ＡＩ時代を生

きる子どもたちと考えたいこと」という題でご講演いただきました。約８０

名の会員が参加し、稲垣先生の専

門的な知見からのお話に熱心に耳

を傾けました。大人も子どもも、生

成AIを上手に活用し、正しい思考

力や判断力を持って生活すること

が大切だと学びました。 

１０月の予定 

 ４日（日）３年全統記述模試（希望者校外） 

 ９日（金）３年記述模試（～１０日） 

１３日（火）学校公開（～１６日）／２年保健講話 

１５日（木）後期体育大会 

１８日（日）３年全統共通テスト模試（希望者校外） 

２２日（木）～２３日（金）１年台湾交流 

２３日（金）２年進路講演会 

２７日（火）街頭指導（～２９日）  

３０日（金）１年進路講演会 

      ２年ベネッセ総合学力模試（全員・～３１日） 

      ３年ベネッセ駿台共テ模試（全員・～３１日） 

３１日（土）１年ベネッセ総合学力模試（全員） 

○監査委員長  

 この度監査委員長に就任いたしました、１年３組佐藤結希乃です。

１年生ということもあり、至らぬところが多々あるかと思いますが、三高

をより安心して通うことのできる学校にしていくために力を尽くしてまい

りますので、よろしくお願いいたします。生徒会、そして部活動等が透

明性のある、皆さんに信頼される活動であることを保つため、厳重に

監査してまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。  

１年生 REAL DAY ～デジタル・デトックスな一日～ 
 ９月２日、１年生ではスマホに一切触らないデジタル・デトックスを行いました。送迎等の連絡は事前に済ませ、様々な連絡はメ

モ帳に記載し、休み時間にはクラスメイトとのリアルな会話を楽しみました。スマホ時間が深刻化する中、このような取り組みをして

みた生徒の感想は、なんと約７７％が「意外と平気だった」ということでした。 また、多くの生徒が「時間にゆとりができた」「学習に

集中できた」「友達や先生との対話を楽しめた」と答えています。中にはボードゲームを持参し友達と楽しんでいた人も。さらに「翌

朝の目覚めがよかった」なんて声も。スマホは便利なものですが、少し離れてみると、心にゆとりができるかもしれませんね。 

〇吹奏楽部部長 
 ようやく東北大会出場という目標を達成することができまし

た。東北大会出場が決まった瞬間はみんなで泣きながら喜んだ

のをよく覚えています。コンクールに向けた練習は楽しいこと

ばかりではなく、どうしたら自分たちの音やチームがもっと良

くなるのか、たくさんの言葉を交わし練習を重ねた、かけがえ

のない時間でした。東北大会本番では、挑戦者だったからこそ

楽しみながら私たちらしい演奏をすることができました。その

結果、金賞という素晴らしい賞をいただくことができ、とても

嬉しかったです。こんなに素敵な夏を、こんなに素敵な仲間と

過ごすことができたのも、これまで私たちを支えてくださった

すべての方々のおかげです。本当にありがとうございました。 


